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荒木　和美 共通教育科 准教授 Teaching English Listening,Pronunciation, and Writing Skills

on-Line: Less Mobility and More Closeness and Connectivity

単著 あり The Tsuda Review, No. 66 21-31 Kazumi Araki

東　宏行 共通教育科 教授 不登校対応のコツ 単著 なし 心とからだの健康；

2021年5月号；pp.70-

72；

東宏行

東　宏行 共通教育科 教授 コロナ禍の中を生きる子ども・若者と自己肯定感 －３つの年齢層

の比較から見えてくる課題

単著 なし 「埼玉青少年の意識と

行動調査　令和3年度

調査報告書」第6章考

察；pp.203-217

東宏行

田中　健一 共通教育科 教授 Effects of neuromuscular electrical stimulation on pulmonary

alveola and cytokines in chronic obstructive pulmonary disease

(COPD) and skeletal muscle atrophy model mice.

共著 あり Journal of physical therapy science 33(1) 1-

8

Hiroshi Maruoka, Ken-ichi Tanaka, Masaaki

Takayanagi, Masashi Zenda

田中　健一 共通教育科 教授 The correlation of salivary telomere length and single

nucleotide polymorphisms of the ADIPOQ, SIRT1 and FOXO3A

genes with lifestyle-related diseases in a Japanese population.

共著 あり 〇 PloS one 16(1) e0243745 Xiao Han, Ryo Kubota, Ken-ichi Tanaka, Hiroyuki

Hayashi, Miyuki Seki, Nobue Sakai, Noriko

Kawaguchi-Ihara, Kyoko Arakawa, Ikuo Murohashi

PloS one 16(1) e0243745 2021年

飯島博之 共通教育科 教授 形態論的気づきを促す医学用語指導教材の評価 単著 あり 上越英語研究. 第18

P.1-14

飯島博之

森村　繁晴 共通教育科 教授 子育て負担感の経時的変化―子の出生順位および親のジェンダー

による比較分析―

単著 なし 日本家族社会学会全国家族調査委員会『第4

回家族についての全国調査（NFRJ18）第2次

報告書』第2巻　西村純子・田中慶子(編)

『親子関係・世代間関係』; pp.12-32

森村繁晴

森村　繁晴 共通教育科 教授 自然体験における「体験格差」と保護者の支援希望 単著 なし 「埼玉青少年の意識と行動調査　令和3年度

調査報告書」；pp.218-227

森村繁晴

髙村夏輝 共通教育科 准教授 ラッセル的一元論としての素朴実在論 単著 あり Nagoya Journal of philosophy, vol15, pp.1-

13.

髙村夏輝

上原 美子 共通教育科 教 授 養護教諭養成課程コアカリキュラム（養大協版）2020の開発 －

多様な学問体系の大学に活用できるコアカリキュラムの提案－

共著 あり 学校保健研究 63 №2 91-101 大川尚子, 下村淳子, 青柳直子, 池添志乃, 上原美子, 大野

泰子, 奥田紀久子, 亀崎路子, 上村弘子, 後藤多知子, 竹中

香名子, 髙田恵美子, 平井美幸

上原 美子 共通教育科 教 授 外国につながる児童生徒に対する養護教諭の健康支援プロセスに

関する質的研究

共著 あり 学校保健研究 63 №3 160-174 中下富子, 朝倉隆司, 上原美子, 武井祐真, 内藤美穂, 松本

愛梨

上原 美子 共通教育科 教 授 働く母親の自己効力感、ワーク・エンゲージメント、リカバリー

経験の関連

共著 あり 日本保健福祉学会誌 Vol.28(№1) 15-25 伊草綾香, 関美雪, 上原美子, 延原弘章

上原 美子 共通教育科 教 授 放課後子供教室におけるリーダー大学生のロールモデルとしての

可能性

共著 あり 青少年教育研究センター紀要 10 42-51 保科寧子, 上原美子

高柳 雅朗 共通教育科 准教授 肺の学習教材ペーパークラフト-医療従事者を目指す学生のため

の実物大の解剖学の学習教材-

共著 あり 日本ﾒﾃﾞｨｶﾙｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ学会雑誌, 3, 77-80 高柳雅朗、小林里美、野崎真奈美、井上由理子

高柳 雅朗 共通教育科 准教授 Effect of vitamin C and exercise on alveoli and cytokines:

Analysis of a chronic obstructive pulmonary disease (COPD)

and skeletal muscle atrophy model in SMP30/GNL knockout

mice

共著 あり J Phys Med Rehabil Disabil 7: 062 Maruoka H, Tanaka K, Takayanagi M, Zenda M,

Ishigami A

高柳 雅朗 共通教育科 准教授 Changes in health consciousness of nursing students in Japan

after acquiring medical care knowledge from a nursing school

共著 あり Open Journal of Nursing, 11, 794-800 Inoue Y, Ezure H, Ito J, Sawa C, Yamamoto M,

Wakatsuki MH, Hata H, Sasaki A, Takayanagi M,

Takaki T, Tanaka M, Moriyama H, Otsuka N
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添田　啓子 看護学科 教授 臨床と教育とのコラボレーション-小児専門病院の実践へのセル

フケア理論の導入と活用

単著 なし 日本小児看護学会第31回学術集会抄録集,ｐ

36.2021.6.

添田啓子

添田　啓子 看護学科 教授 入院中の子どものセルフケア能力・親のケア能力向上への看護を

測定する尺度の開発

共著 あり 日本小児看護学会誌,31,53-60 長谷 美智子, 櫻井 育穂, 辻本 健, 瀧田 浩平, 添田 啓子

櫻井育穂 看護学科 准教授 入院中の子どものセルフケア能力・親のケア能力を高める看護尺

度の開発

共著 あり 日本小児看護学会誌 長谷美智子、櫻井育穂、他

櫻井育穂 看護学科 准教授 小児期発症の慢性疾患をもつ思春期・若年成人期にある患者への

移行支援について～医療者にむけた患者主体の教育プログラムの

開発～

単著 なし  BIO Clinica37巻3号 Page282-287 櫻井育穂

兼宗　美幸 保健医療福祉学

部看護学科

教授 母体・胎児集中治療室(MFICU)入院中の切迫早産妊婦への看護

(第2報)　MFICU入院中の切迫早産妊婦が抱く看護への思い

共著 あり 日本母性看護学会誌、22(１)、17-25 野中悠、大月恵理子、兼宗美幸

大場良子 看護学科 准教授 炎症性腸疾患者が日常で知覚する困り事とその対処法に関する予

備的検討

共著 あり Journal of Health Psychology Research.34

巻（ 2） p. 59-65

羽鳥 健司・小玉 正博・大場 良子

山岸直子 看護学科 准教授 独居の高齢糖尿病患者の食事療法の自己管理の取り組みと関連す

る要因

共著 あり 日本糖尿病教育・看護学会誌,26(1),9-22 山岸直子、勝野とわ子

金 さやか 看護学科 助教 男性高齢者における介護準備態勢の自己評価尺度の開発 共著 あり 日健医誌、

30(1)、45-54

根岸貴子、加藤千恵子、青木滉一郎、金さやか

善生まり子 看護学科 准教授 障がいのある児・者と家族の健康と暮らしの多様性を支える社会

的ネットワークの構造-地域社会とのつながり・仲間づくりに関

する自助・互助の課題- 

共著 なし 明治安田こころの健康財団研究助成論文集、

 (55)、130-139

善生まり子, 宮本美保子, 小林不二也, 外木栄子, 久保田

亮, 菅野康二

善生まり子 看護学科 准教授 看護職員を大切にする組織に係る男性看護職員の認識の特徴 共著 あり 日本看護学会論文集: 看護管理・看護教育、

51、84-87

真々田 美穂, 善生 まり子

善生まり子 看護学科 准教授 決定木およびサポートベクターマシンを用いた転倒有経験者の判

別モデル 

共著 あり 愛知県理学療法学会誌、33(2)、95-107 竹田 京平, 木戸 聡史, 村田 健児, 菊本 東陽, 須永 康代,

久保田 章仁, 善生 まり子, 内山 真理, 藤縄 理

水間　夏子 看護学科 助教 Shared Decision Makingに関する文献レビューー家族の代理意思

決定支援に着目して－

共著 あり 上智大学総合人間科学部看護学科紀要. 6, 51-

57

水間夏子, 小長谷百絵

水間　夏子 看護学科 助教 都市部の診療所看護師が有するコンピテンシーとその構造 共著 あり 宮城大学研究ジャーナル. 1(2), 36-45 國澤 尚子, 丸山 優, 畔上 光代, 水間 夏子, 辻 玲子, 大塚

眞理子

千葉真希子 看護学科 助教 産後2週間の母親の困りごとと産後ケアに対するニーズ 共著 あり 保健医療福祉科学,2021 年 11 巻 p. 1-8 星野 真希子, 鈴木 幸子, 千葉 真希子

丸山優 看護学科 准教授 都市部の診療所看護師が有するコンピテンシーとその構造 共著 あり 宮城大学研究ジャーナル,1（2）,36-45 國澤尚子、丸山優、畔上光代、水間夏子、辻玲子、大塚

眞理子

伊草綾香 看護学科 助教 働く母親の自己効力感、ワーク・エンゲイジメント、 リカバリー

経験の関連

共著 あり 日本保健福祉学会誌、28(1) 、15-25 伊草綾香．関美雪．上原美子．延原弘章

常盤　文枝 看護学科 教授 Good Deathを支える訪問看護師が大切にする思い 共著 あり ホスピスケアと在宅ケア  29 (1), 11-16 黒田真由美, 星野純子,常盤文枝

常盤　文枝 看護学科 教授 「バイタルサインの正確な測定 実践能力チェックリスト(VSAM

チェックリスト)」の開発および信頼性・妥当性の検証

共著 あり 日本看護科学学会誌（印刷中） 渡邉惠, 飯岡由紀子,常盤文枝,朝日雅也

平田美佳 看護学科 准教授 小児がんの子どもの症状マネジメントの基本 単著 なし 小児看護、44(12)、1490-1495 平田美佳

平田美佳 看護学科 准教授 "子どもと家族中心”の症状マネジメントを考えてみよう！ 共著 なし 小児看護、44(12)、1489 平田美佳、有田直子、込山洋美

平田美佳 看護学科 准教授 痛み緩和のための非薬物療法における遊びの意義/力 単著 なし 小児看護、

45(1)、36-41

平田美佳

平田美佳 看護学科 准教授 子どものがんの発病から死を迎えるまで子どもの病と闘った母親

の生きる力の軌跡：M-GTAによる理論生成

単著 あり 2021年度聖路加国際大学大学院博士論文 平田美佳

服部真理子 看護学科 准教授 0歳児が受けた予防接種と保護者の子どもに関する困りごと・相

談の状況　予防接種の接種群と未接種群の検討

共著 あり 厚生の指標,68(8),1-7,2021. 佐藤玲子,関美雪,服部真理子,石崎順子, 柴田亜希

石﨑　順子 看護学科 准教授 運動教室参加高齢者におけるヘルスリテラシーと身体・社会的フ

レイルとの関連

共著 あり 日本健康運動看護学会誌；2(1)；9-17 石﨑順子, 大久保菜穂子, 石原美彦, 石﨑聡之

石﨑　順子 看護学科 准教授 0歳児が受けた予防接種と保護者の子どもに関する困りごと・相

談の状況-予防接種の接種群と未接種群の検討-

共著 なし 厚生の指標；68(8)；15-21 佐藤玲子, 関美雪, 服部真理子, 石﨑順子, 柴田亜希
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辻本　健 看護学科 助教 入院中の子どものセルフケア能力・親のケア能力向上への看護を

測定する尺度の開発

共著 あり 日本小児看護学会誌,31,53-60 長谷 美智子, 櫻井 育穂, 辻本 健, 瀧田 浩平, 添田 啓子

辻　玲子 看護学科 准教授 都市部の診療所看護師が有するコンピテンシーとその構造 共著 あり 宮城大学研究ジャーナル、1(2)、36－45 國澤尚子、丸山優、畔上光代、水間夏子、辻玲子、大塚

眞理子

鈴木　幸子 保健医療福祉学

部看護学科

副学長兼

学部長・

教授

産後2週間の母親の困りごとと産後ケアに対するニーズ 共著 あり 保健医療福祉科学；11；P.1-8 星野 真希子, 鈴木 幸子, 千葉 真希子

関美雪 看護学科 教授 0歳児が受けた予防接種と保護者の子どもに関する困りごと・相

談の状況-予防接種の接種群と未接種群の検討-

共著 なし 厚生の指標；68(8)；15-21 佐藤玲子, 関美雪, 服部真理子, 石﨑順子, 柴田亜希

関美雪 看護学科 教授 働く母親の自己効力感、ワーク・エンゲイジメント、 リカバリー

経験の関連

共著 あり 日本保健福祉学会誌、28(1) 、15-25 伊草綾香, 関美雪, 上原美子, 延原弘章

黒田　真由美 看護学科 助教 Good deathを支える訪問看護師が大切にする思い 共著 あり ホスピスケアと在宅ケア、第29巻1号、11-

16

黒田真由美、星野純子、常盤文枝

東原　亜希子 看護学科 准教授 Smoke or smokeless moxibustion treatment for breech

presentation: A three-arm pilot trial

共著 あり 〇 Jpn J Nurs Sci. 2021;e12426

DOI: 10.1111/jjns.12426

Akiko Higashihara, Shigeko Horiuchi

瀧田浩平 看護学科 助教 入院中の子どものセルフケア能力・親のケア能力向上への看護を

測定する尺度の開発

共著 あり 日本小児看護学会誌,31,53-60 長谷 美智子, 櫻井 育穂, 辻本 健, 瀧田 浩平, 添田 啓子

國澤尚子 看護学科 教授 都市部の診療所看護師が有するコンピテンシーとその構造 共著 あり 宮城大学研究ジャーナル、1巻2号、36-45 國澤尚子、丸山優、畔上光代、水間夏子、辻玲子、大塚

眞理子

國澤尚子 看護学科 教授 壁から飛び出したトイレ手すりのその後 単著 なし 看護人間工学会誌、Vol.3、1-3 國澤尚子

畔上　光代 看護学科 准教授 都市部の診療所看護師が有するコンピテンシーとその構造 共著 あり 宮城大学研究ジャーナル、1(2)、36-45 國澤尚子,丸山優,畔上光代,水間夏子,辻玲子,大塚眞理子

山崎弘嗣 （学部）理学療

法学科

（大学院）リハ

ビリテーション

学専修

教授 Analysis of muscle synergy and kinematics in sit-to-stand

motion of hemiplegic patients in subacute period.

共著 あり 〇 Advanced Robotics, 35(13-14), 867-877. Hiroki Kogami,Qi An,Ningjia Yang,Ruoxi

Wang,Kazunori Yoshida,Hiroyuki Hamada,Hiroshi

Yamakawa,Yusuke Tamura,Shingo Shimoda,Hiroshi

Yamasaki,Moeka Yokoyama,Fady Alnajjar,Noriaki

Hattori,Koji Takahashi,Takanori Fujii,Hironori

Otomune,Ichiro Miyai,Atsushi Yamashita &Hajime

田口孝行 理学療法学科 教授 加齢に伴う感覚機能の変化 共著 なし 理学療法学48(3)，343-349 〇田口孝行，新岡大和

田口孝行 理学療法学科 教授 学部および実践者における多職種連携教育の実践 単著 なし 日本ヒューマンケア・ネットワーク学会誌

19(1),2-7

〇田口孝行

金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 Classification of abnormal muscle synergies during sit-to-stand

motion in individuals with acute stroke

共著 あり 〇 Measurement: Sensors

https://doi.org/10.1016/j.measen.2021.100

055

Hanawa, Hiroki; Hirata, Keisuke; Miyazawa, Taku;

Kubota, Keisuke; Yokoyama, Moeka; Matsumoto,

Yuka; Fujino, Tsutomu; Kanemura, Naohiko;

金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 Structural and pathological changes in the enthesis are

influenced by the muscle contraction type during exercise

共著 あり 〇 Journal of Orthopaedic Research

https://doi.org/10.1002/jor.25233

Ozone, Kaichi; Kokubun, Takanori; Takahata, Kei;

Takahashi, Haruna; Yoneno, Moe; Oka, Yuichiro;

Minegishi, Yuki; Arakawa, Kohei; Kano, Takuma;

Murata, Kenji; Naohiko Kanemura
金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 Structural and pathological changes in the enthesis are

influenced by the muscle contraction type during exercise

共著 あり 〇 Journal of Orthopaedic Research

https://doi.org/10.1002/jor.25233

Ozone, Kaichi; Kokubun, Takanori; Takahata, Kei;

Takahashi, Haruna; Yoneno, Moe; Oka, Yuichiro;

Minegishi, Yuki; Arakawa, Kohei; Kano, Takuma;

Murata, Kenji; Naohiko Kanemura

金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 Effect of Suppression of Rotational Joint Instability on Cartilage

and Meniscus Degeneration in Mouse Osteoarthritis Model

共著 あり 〇 Cartilage

https://doi.org/10.1177/194760352110692
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Arakawa, Kohei; Takahata, Kei; Enomoto, Saaya; Oka,

Yuichiro; Ozone, Kaichi; Morosawa, Kzuma; Murata,
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法学科
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spinal circuits in rat sciatic nerve crush injury models with

different numbers of crushes

共著 あり 〇 Muscle & Nerve  DOI: 10.1002/mus.27512 Minegishi, Yuki; Nishimoto, Junji; Uto, Minori; Ozone,

Kaichi; Oka, Yuichiro; Kokubun, Takanori; Murata,

Kenji; Takemoto, Hidenori; Kanemura, Naohiko

金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 Determination of relationship between foot arch, hindfoot, and

hallux motion using Oxford foot model: Comparison between

walking and running

共著 共著 〇 Gait & Posture,92,96-102 Shono, Hitomi; Matsumoto, Yuka; Kokubun, Takanori;

Tsuruta, Ayumi; Miyazawa, Taku; Kobayashi, Akira;

Kanemura, Naohiko;

金村　尚彦 大学院　理学療

法学科

教授 The difference in joint instability affects the onset of cartilage

degeneration or subchondral bone changes

共著 共著 〇 Osteoarthritis and Cartilage

DOI:https://doi.org/10.1016/j.joca.2021.12.

Arakawa, Kohei; Takahata, Kei; Enomoto, Saaya; Oka,

Y; Ozone, K; Nakagaki, S; Murata, K; Kanemura, N;

西原 賢 理学療法学科 教授 施設利用高齢者の下肢荷重率と歩行補助具使用状況との関連 共著 あり  ヘルスプロモーション理学療法研究, 11(2),

2186-3741

木村 太祐, 西原 賢

西原 賢 理学療法学科 教授 Timed Up and Go Testの速度条件による運動相の所要時間変化 共著 あり 理学療法科学, 36(6), 769-776 藤本鎮也, 西原 賢

西原 賢 理学療法学科 教授 Comparisons of muscle thicknesses, echo intensities, and

motor functions between community-dwelling older Japanese

adults with and without diabetes

共著 あり 〇 Archives of gerontology and geriatrics, 97,

104516

Ken Nishihara, Hisashi Kawai, Takeshi Kera, Hirohiko

Hirano, Yoshinori Fujiwara, Kazushige Ihara,

Hunkyung Kim, Shuichi Obuchi
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小野塚雄一、井上和久
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関連性について
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転倒有経験者の判別モデル *

共著 あり 愛知県理学療法学会誌　第 33 巻　第 2 号 竹田京平　久保田章仁ほか

小栢進也 理学療法学科 准教授 The effects of trunk endurance training on running kinematics
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A, Arakawa K, Kokubun T, Kanemura N
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共著 あり 〇 Scientific Reports. Volume 11, Article

number: 18480

Yokoyama H, Kato T, Kaneko N, Kobayashi H,

Hoshino M, Kokubun T, Nazkazawa K
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国分　貴徳 理学療法 准教授 Structural and pathological changes in the enthesis are

influenced by the muscle contraction type.
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共著 あり Journal of Spine Research; 12(6); P.825-
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Yusuke Handa, Albert Sesé-abad, Juan Carlos Ferná

ndez-domínguez

高﨑　博司 理学療法学科 准教授 Determination of the conceptual structures of the disturbed

activities of daily living due to Katakori by evaluating patients’

values or perceptions using a patient-elicitation technique

共著 あり J Phys Ther Sci; 33(9); P.683-688 Kouhei Natsume, Yusuke Handa, Hiroshi Takasaki

高﨑　博司 理学療法学科 准教授 Rasch Analysis of Self-Reported Adherence to Patient-

Centered Physical Therapy Scale among Japanese Physical

Therapists: Cross-Sectional Study

単著 あり 〇 Int J Environ Res Public Health; 18; P.10282 Hiroshi Takasaki
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高﨑　博司 理学療法学科 准教授 Pain neurophysiology knowledge enhances attitudes toward

biopsychosocial managements of low back pain among

Japanese physical therapists

共著 あり Prog Rehabil Med;6 ; P.20210039 Yuri Mikamo, Hiroshi Takasaki

高﨑　博司 理学療法学科 准教授 患者の自律性を高める理学療法士のコミュニケーション能力を評

価するCommunication Evaluation in Rehabilitation Toolの検者間

信頼性検討

共著 あり 徒手理学療法; 21(2); P.37-44 立川恵梨子, 半田裕介, 千葉弘樹, 三木貴弘, 近藤湧, 浜本

龍樹, 高﨑博司

高﨑　博司 理学療法学科 准教授 Initial development of a patient-reported outcome measure of

disability due to Katakori via evaluating patient

comprehensibility and comprehensiveness

共著 あり J Phys Ther Sci; 34(1); P.13-17 Hiroshi Takasaki, Yusuke Handa

臼倉京子 作業療法学科 教授 「多主体協働による地域課題解決」を推進するための体制・方法

に関する研究

～支援者支援に焦点を当てて～

共著 なし 埼玉県立大学研究開発センター年報、6、29-
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川越雅弘、朝日雅也、林 恵津子、臼倉京子、小池祐

士、河合麻美、河合綾香

小泉 浩平 作業療法学科 助教 Usefulness of Scissors with a Power-Support Mechanism to
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共著 あり 〇 Applied Sciences, 11(16), 7756 Koizumi Kohei, Sasao Kumiko, Koike Yuji, Okin
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小泉 浩平 作業療法学科 助教  Correlation between psychological rumination and symptoms

of traumatic stress in patients with mild paralysis in acute

phase of stroke: A preliminary and cross-sectional study

共著 あり 〇 Journal of Affective Disorders Reports,

100291

Tetsuya Okihara, Kohei Koizumi, Hidetoshi Takahashi,

Mayumi Suzuki, Tomonori Takeda, Toshiyuki Ishioka,

Toyohiro Hamaguchi, Shigeru Makita

柴田　貴美子 作業療法学科 准教授 Effectiveness of the Parent-Child Social Skills Training Program
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experimental design

共著 あり Asian Journal of Occupational Therapy．17:

37－44, 2021

◯Kimiko Shibata, Hirokazu Nishikata, Sayoko

Kawabata, Hiroko Miyadera, Yohei Kuriki

小池　祐士 作業療法学科 助教 過活動型せん妄を伴う脳卒中急性期患者に対する促進因子への介

入

共著 あり 作業療法ジャーナル，55(4)，408-412 松本幸樹，小池祐士

小池　祐士 作業療法学科 助教 Usefulness of Scissors with a Power-Support Mechanism to

Assist Thumb Movement: An Observational Study

共著 あり 〇 Applied Sciences,  11(16) Koizumi K, Sasao K, Koike Y, Okino A, Takeda K,

Hamaguchi T

小池　祐士 作業療法学科 助教 地域在住高齢者の外出頻度の減少に及ぼす因子の検討 共著 あり 理学療法科学，36，725-731 小池祐士, 大橋幸子, 高橋啓吾, 澄川幸志

小池　祐士 作業療法学科 助教 Comparison of Manipulative Indicators of Students and

Therapists Using a Robotic Arm: A Feasibility Study

共著 あり 〇 Applied Sciences,  11(20) Koike Y, Okino A, Takeda K, Takanami Y, Hamaguchi

T

小池　祐士 作業療法学科 助教 腰痛者に対する腰痛ベルトの使用効果の検証 共著 あり 作業療法ジャーナル，56(3)，273-279 小池祐士, 澄川幸志, 大橋幸子

上原　栄一郎 作業療法学科 准教授 精神障害者のＷＥＢコミュニケーションを介したケアの可能性 共著 あり 埼玉作業療法研究，第20号，P14-24 上原栄一郎，千々岩友子，水野高昌

上原　栄一郎 作業療法学科 准教授 精神障害者向けグループホーム職員の業務における感情知性に関

する質的内容分析

～グループホーム職員へのインタビュー調査～

共著 あり 千葉作業療法，第11巻1号，Ｐ2-13 水野高昌，上原栄一郎，栄セツコ，榊惠子

中村裕美 作業療法学科 教授 Psychometric properties of the School Participation

Questionnaire: Testing a measure of participation-related

constructs

共著 あり 〇 Developmental Medicine & Child Neurology

(Online first)

Maciver D, Tyagi V, Johnston L, Kramer JM, Richmond

J, Todorova L, Romero-Ayuso D, Nakamura-Thomas

H, van Hartingsveldt M, O’Hare A, Forsyth K
中村裕美 作業療法学科 教授 Development and Trial of a Prototype Device for Sensorimotor

Therapy in Patients with Distal Radius Fractures

共著 あり 〇 Applied Sciences 12(4)

https://doi.org/10.3090/app12041967

Narita D, Hamaguchi T, Hakamura-Thomas H

中村裕美 作業療法学科 教授 Japanese preference weights of the Adult Social Care

Outcomes Toolkit for Carers (ASCOT-Carer)
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Morikawa M, Moriyama Y, Fukuda T, Allan S, Malley J

中村裕美 作業療法学科 教授 Assessing the Structural Characteristics of the Japanese
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共著 あり Home Health Care Management & Practice

34(1):17-23

Nakamura-Thomas H, Yamaguchi M, Yamaguchi I,
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中村裕美 作業療法学科 教授 Mechanism of the Developed Sensorimotor Therapy Device:

Synchronous Inputs of Visual Stimuli and Vibration to Improve

Recovery of Distal Radius Fractures

共著 あり 〇 BioMedical Journal of Scientific &

Technical Research 38(2)

https://doi.org/10.26717/BJSTR.2021.38.00

Hamaguchi T, Hakamura-Thomas H
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students in Japan: a structural equation model
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Mental Health 18(38)

https://doi.org/10.1186/s13034-021-

00391-5

Nakamura-Thomas H, Sano N, Maciver D

中村裕美 作業療法学科 教授 Effectiveness of using assistive technology for time orientation

and memory, in older adults with or without dementia

共著 あり 〇 Disability and rehabilitation. Assistive

technology 16(5): 472-478

Nishiura Y, Nihei M, Nakamura-Thomas H, Inoue T

中村裕美 作業療法学科 教授 Efficacy of attention bias modification combined with

cognitivebehavioral therapy for reducing anxiety in patients

with hematopoieticmalignancies: a quasi-randomized

controlled trial

共著 あり Journal of Affective Disorders Reports

https://doi.org/10.1016/j.jadr.2021.100122

Koizumi K, Hamaguchi T, Tayama J, Ishioka T,

Nakamura-Thomas H, Koike Y, Nakaya N, Konno M,

Makita S

濱口豊太 作業療法学科 教授 Development and Trial of a Prototype Device for Sensorimotor

Therapy in Patients with Distal Radius Fractures

共著 あり 〇 Applied Sciences 12(4) 1967 Daichi Narita, Toyohiro Hamaguchi, Hiromi

Nakamura-Thomas

濱口豊太 作業療法学科 教授 Correlation between psychological rumination and symptoms of

traumatic stress in patients with mild paralysis in acute phase

of stroke: A preliminary and cross-sectional study

共著 あり 〇 Journal of Affective Disorders Reports

100291

Tetsuya Okihara, Kohei Koizumi, Hidetoshi Takahashi,

Mayumi Suzuki, Tomonori Takeda, Toshiyuki Ishioka,

Toyohiro Hamaguchi, Shigeru Makita

濱口豊太 作業療法学科 教授 Changes in motor paralysis involving upper extremities of

outpatient chronic stroke patients from temporary rehabilitation

interruption due to spread of COVID-19 infection: An

observational study on pre- and post-survey data without a

control group

共著 あり 〇 PLOS ONE 16(12) e0260743 Daigo Sakamoto, Toyohiro Hamaguchi, Yasuhide

Nakayama, Takuya Hada, Masahiro Abo

濱口豊太 作業療法学科 教授 Comparison of Manipulative Indicators of Students and

Therapists Using a Robotic Arm: A Feasibility Study

共著 あり 〇 Applied Sciences 11(20) 1-11 Koike Yuji, Okino Akihisa, Takeda Kazuhisa, Takanami

Yasuhiro, Toyohiro Hamaguchi

濱口豊太 作業療法学科 教授 Predictive Ability of Fahrenheit, a Hand Motion Recording

System for Assessing Hand Motor Function in Patients with

Hemiplegia Post-Cerebrovascular Disease—A Pilot Study

共著 あり 〇 Applied Sciences 11(17) 8153 Takeshi Saito, Toshiyuki Ishioka, Sho Yoshimura,

Toyohiro Hamaguchi

濱口豊太 作業療法学科 教授 Usefulness of Scissors with a Power-Support Mechanism to

Assist Thumb Movement: An Observational Study

共著 あり 〇 Applied Sciences 11(16) 7756 Kohei Koizumi, Kumiko Sasao, Yuji Koike, Akihisa

Okino, Kazuhisa Takeda, Toyohiro Hamaguchi

濱口豊太 作業療法学科 教授 Underestimated active joint motions in patients with distal

radius fractures: An observational study

共著 あり 〇 Journal of Ergonomic Technology 21(1) 29-

39

Kengo Usuki, Takako Suzuki, Hiroaki Ueda, Toshiyuki

Ishioka, Toyohiro Hamaguchi

濱口豊太 作業療法学科 教授 Mechanism of the Developed Sensorimotor Therapy Device:

Synchronous Inputs of Visual Stimuli and Vibration to Improve

Recovery of Distal Radius Fractures

共著 あり 〇 Biomed J Sci & Tech Res 38(2) Toyohiro Hamaguchi, Hiromi Nakamura Thomas

濱口豊太 作業療法学科 教授 Does a combination treatment of repetitive transcranial

magnetic stimulation and occupational therapy improve upper

limb muscle paralysis equally in patients with chronic stroke

caused by cerebral hemorrhage and infarction?: A retrospective

cohort study.

共著 あり 〇 Medicine 100(24) e26339 Hisashi Tatsuno, Toyohiro Hamaguchi, Jinichi

Sasanuma, Kiyohito Kakita, Takatsugu Okamoto,

Masato Shimizu, Naoki Nakaya, Masahiro Abo

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Efficacy of attention bias modification combined with cognitive

behavioral therapy for reducing anxiety in patients with

hematopoietic malignancies: a quasi-randomized controlled

trial

共著 あり 〇 Journal of Affective Disorders Reports 4

pp.100122-100122

Koizumi K, Hamaguchi T, Tayama J, Ishioka T,

Nakamura-Thomas H, Koike Y Nakaya N, Konno M,

Makita S

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Psychological Impact of COVID-19 on Occupational Therapists:

An Online Survey in Japan

共著 あり 〇 American Journal of Occupational Therapy

75(4) pp.504205010p1-7504205010p

Ishioka T, Ito A, Miyaguchi H, Nakamura H,

Sawamaura D



2021年度公表論文一覧 【参考資料１０】

教員氏名 部署（学科） 職名 著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別 査読 IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ページ 著者、編者名

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Impaired perception of illusory contours and cortical

hypometabolism in patients with Parkinson’s diseas

共著 あり 〇 NeuroImage: Clinical 32, pp.102779 Ishioka T, Hirayama K, Hosokai Y, Takeda A, Suzuki K,

Nishio Y, Sawada Y, Abe N, Mori E

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Predictive Ability of Fahrenheit, a Hand Motion Recording

System for Assessing Hand Motor Function in Patients with

Hemiplegia Post-Cerebrovascular Disease—A Pilot Study

共著 あり 〇 Applied Sciences 11(17), pp.8153 Saito T, Ishioka T, Yoshimura S, Hamaguchi T

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Underestimated active joint motions in patients with distal

radius fractures: An observational study

共著 あり Journal of Ergonomic Technology 21(1)

pp.29-39

Usuki K, Suzuki T, Ueda H, Ishioka T, Hamaguchi T

石岡俊之 作業療法学科 准教授 脳深部刺激療法周術期パーキンソン病患者の非運動症状-5症例か

らの検証-

共著 あり 作業療法 40(6) 747-755 佐藤淳矢，落合卓，久保田富夫，石岡俊之

石岡俊之 作業療法学科 准教授 Correlation between psychological rumination and symptoms of

traumatic stress in patients with mild paralysis in acute phase

of stroke: A preliminary and cross-sectional study

共著 あり 〇 Journal of Affective Disorders Reports

100291-100291

Okihara T, Koizumi K, Takahashi H, Suzuki M, Takeda

T, Ishioka T, Hamaguchi T, Makita S

鈴木　貴子 作業療法学科 助教 Underestimated active joint motions in patients with distal

radius fractures: An observational study

共著 あり Journal of Ergonomic Technoligy，21，29-

39

Usuki Kengo, Suzuki Takako, Ueda Hiroaki, Ishioka

Toshiyuki, Hamaguchi Toyohiro

越智幸一 社会福祉子ども

学科

教授 子どもの権利条約を保育の実践へ 共著 あり 教育文化研究 (第11号),1頁-11頁 寳川雅子、越智幸一

朝日　雅也 社会福祉子ども

学科

教授 「コロナ禍」の中でなお質の向上をめざして 単著 なし (1)明石書店、200　(2)発達障害白書2022、

ｐ.131

朝日雅也

朝日　雅也 社会福祉子ども

学科

教授 農福連携の展開と課題 単著 なし (1)明石書店、200　(2)発達障害白書2022、

pp.136-137

朝日雅也

朝日　雅也 社会福祉子ども

学科

教授 コロナ禍を乗り越えて国際の視点を 単著 なし (1)明石書店、200　(2)発達障害白書2022、

ｐ.159

朝日雅也

朝日　雅也 社会福祉子ども

学科

教授 障害者雇用・福祉の連携強化を展望する－職業リハビリテーショ

ンの理念に照らして－

単著 なし 職業リハビリテーション；35（2）；ｐp.7-

11 129

朝日雅也

伊藤　知子 社会福祉子ども

学科

准教授 保育者養成課程におけるピアノ弾き歌い指導のための教材研究

―《あわてんぼうのサンタクロース》，《ヤッホッホ夏休み》，

《パレード》に着目して―

共著 あり 子ども・教職研究							 ○飯村 諭吉、浅賀 ひろみ、佐々木 真実、伊藤 知子								

大岡　華子 社会福祉子ども

学科

准教授 生活困窮者自立支援の考え方 共著 なし 『新・社会福祉士養成課程対応　地域福祉と

包括的支援体制』みらい、218-232

木下聖・佐藤陽編

小川孔美 社会福祉子ども

学科

准教授 住民主体生活支援型地区サロンにおける多職種連携の現状と課題 単著 なし

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 DX時代の経過記録 F-SOAIPの解説と実践（第6回）記録教育の重

要性と電子カルテベンダーへの期待

共著 なし 最新医療経営PHASE3：441：P.36-39 監修・執筆：小嶋章吾、嶌末憲子／大平義之

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 DX時代の地域共生社会をF-SOAIPで推進～行政による先駆的実践

最終回 自治体行政リーダーシップと求められる国の記録標準化

共著 なし 住民行政の窓：493：P.4-16 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／高桑春彦、藤井江

美、杉田まどか

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 DX時代の経過記録 F-SOAIPの解説と実践（第7回）、記録システ

ム・記録教育へF-SOAIPの位置づけを～医療・介護・福祉の情報

共有プラットフォーム構築のために

共著 なし 最新医療経営PHASE3：442：P.36-39 監修・執筆：小嶋章吾、嶌末憲子／小川克巳

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第1回、F-SOAIPで介護支援経過記録のイ

ノベーションを～ケアマネジャーを巡る課題解決へのソーシャル

アクション～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(6)：P.38-40 嶌末憲子、小嶋章吾

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第2回、介護記録法標準化によるデータ利

活用へのキックオフから多職種のF-SOAIPがミクロ・メゾ・マク

ロのPDCAサイクルを促進～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(7)：P.38-41 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／川村静香・中村友・

政岡朋・岡田泰治

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第3回、「適切なケアマネジメント手法」

へのF-SOAIPの活用提案～自治体と職能団体の協働による高齢・

障害・児童などの多領域展開を見据えて～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(8)：P.42-46 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／齊木大、藤井江美
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嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第4回、公益社団法人京都府介護支援専門

員会による先進例から学ぶ～F-SOAIPによるデータの蓄積・分

析・検証を見据えて～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(9)：P.42-46 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／川添チエミ、甲田由

美子(京都府介護支援専門員会）

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第5回、支援経過記録を事例検討や調査研

究に役立てる研修・教育への展望～ミクロ・メゾ・マクロレベル

で活用できる「F-SOAIPワークシート【初回・導入・OJT版】

共著 なし 月刊ケアマネジメント2021年10月号：

32(10)：P.42-46

監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／田中真佐恵、中辻朋

博、関谷喜代美、遠藤貴美子

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 F-SOAIPによる認知症ケアのイノベーション【連載第1回】認知

症ケアに求められる生活支援記録法（F-SOAIP）～ミクロ・メ

ゾ・マクロレベルでの好循環

共著 なし 認知症ケア：22(3)：P.66-75 嶌末憲子、小嶋章吾、川添学

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 実践報告 看護現場に多面的効果を期待できるF-SOAIPとその実践

ICT化や多職種連携における看護実践の可視化をイノベーション

共著 なし 看護管理：31(10)：P.932-938 嶌末憲子・小嶋章吾・小野幸代・松田和也

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第６回、職能団体におけるF-SOAIPを活用

したミクロ・メゾ・マクロレベルの好循環～埼玉県での先駆的展

開による新領域や既存システムへのイノベーション～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(11)：P.42-46 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／幡野敏彦、杉田まど

か

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第７回、調査研究におけるF-SOAIPのデー

タ利活用に向けたソーシャルアクション

共著 なし 月刊ケアマネジメント：32(12)：P.52-56 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／横山裕子

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 F-SOAIPによる認知症ケアのイノベーション【連載第2回】LIFE

とF-SOAIPによるPDCAサイクルの促進に実績のある施設での学

習療法

共著 なし 認知症ケア：22(4)：P.59-65 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／松田和也、鹿野加奈

江、谷口一徳、小口英樹

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 生活支援記録法F-SOAIP　オンライン座談会「LIFE　科学的介護

の取り入れ方について　今後の見通しを語る」

共著 なし 訪問リハビリテーション：140(2):P.378-384 企画・監修：嶌末憲子・小嶋章吾／小川克巳・高橋暢

介・松田和也・久保成美

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第8回、 F-SOAIPの包括的活用によるデー

タインフラとしての協創・イノベーション～大分県介護支援専門

員協会および介護老人保健施設からの発信～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：33(1)：P.46-50 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／時枝琢二、松田和

也・髙橋真実

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 F-SOAIP（エフソ・アイピー）の概要とその活用法－栄養ケアの

質向上と多職種連携に有用な記録方法

共著 なし 臨床栄養：140(2)：P.146-148 小嶋章吾、嶌末憲子

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第９回、職能団体によるF-SOAIPを活用し

たミクロ・メゾ・マクロレベルの好循環～埼玉県での先駆的展開

による新領域や既存システムへのイノベーション～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：33(2)：P.48-52 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／福岡博聖・三好典

子・新川由美、千葉明子

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 記録革命が未来を拓く 第10回、 F-SOAIPの包括的活用に向けた

ICT化の提案～ミクロでの導入がメゾ・マクロでも活用・分析に

資するイノベーションへの期待～

共著 なし 月刊ケアマネジメント：33(3)：P.46-50 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／立川正史・吉田隆

宏、山田準一、清水信貴

嶌末　憲子 社会福祉子ども

学科

准教授 F-SOAIPによる認知症ケアのイノベーション【連載第３回】F-

SOAIPの包括的活用による認知症ケアへの期待～データ化による

協創がAIのBPSD発症予測に貢献

共著 なし 認知症ケア：23(1)：P.59-65 監修・執筆：嶌末憲子、小嶋章吾／阿部(藤田)育美・佐

藤静江・相馬康子

保科寧子 社会福祉子ども

学科

准教授 放課後子供教室におけるリーダー大学生のロールモデルとしての

可能性

共著 あり 青少年教育研究センター紀要；10；p.42-51 保科寧子,上原美子

牧野　由理 社会福祉子ども

学科

准教授 明治・大正期に発行された玉川大学教育博物館所蔵歴史掛図に関

する検討

単著 あり 美術教育学（美術科教育学会誌）；43；

P.207-218.

牧野由理

河村ちひろ 社会福祉子ども

学科

教授 てんかんのある子どもと若年者の視点―当事者の語りを対象とし

た質的研究の検討—

単著 なし 子ども・教職研究；5；P.19-29 河村ちひろ

松下　誠 健康開発学科 教授 酵素法でコレステロールとトリグリセライドを染色する全自動リ

ポ蛋白分画法の考案

共同 あり 電気泳動、65 、69-73. 松下 誠，山口奈摘美，田中満里奈

松下　誠 健康開発学科 教授 LD活性測定におけるH型およびM型サブユニットの反応性の相違

に関する検討、― JSCC法およびIFCC法における活性値の乖離と

の関係 ―

共同 あり 医療検査と自動化、46、215-222. 田中満里奈，巖崎達矢，松下 誠
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久保田チエコ 健康開発学科口

腔保健科学

助教 Gender differences in the relationship between personality,

cognitive function and regular dental visits in Japanese

community-dwelling older adults

共著 あり 〇  International Journal of dental hygiene Chieko Kubota, Shingo Moriya, Yohei Hama, Rie Onda,

Yutaka Watanabe, Yoko Uchida

久保田チエコ 健康開発学科口

腔保健科学

助教 Age and sex differences in oral functions in age groups from

junior high school to young adulthood: A cross-sectional study

共著 あり 〇 Journal of Oral Rehabilitation Ruoyan Guo1, Yohei Hama, Akemi Hosoda Chieko

Kubota, Shunsuke Minakuchi

伊藤さやか 健康開発学科 准教授 卒前教育における抗核抗体陽性像分類への酵素抗体法を用いた教

育効果

共著 あり 臨床検査 65(5) 580-587 伊藤さやか、小野川傑

伊藤さやか 健康開発学科 准教授 Saliva as a useful tool for evaluating upper mucosal antibody

response to influenza

共著 あり 〇 PLoS One. 17(2):e0263419. Yasuko Tsunetsugu-Yokota, Sayaka Ito, Yu Adachi ,

Taishi Onodera , Tsutomu Kageyama, Yoshimasa

Takahashi佐藤玲子 健康開発　口腔 准教授 0歳児が受けた予防接種と保護者の子どもに関する困りごと・相

談の状況ー予防接種の摂取群と未接種群の検討ー

共著 なし 厚生の指標、Vol68、No8、15-21 佐藤玲子､関美雪､服部真理子､石﨑順子､柴田亜希

内山　真理 健康開発学科 准教授 決定木およびサポートベクターマシンを用いた転倒有経験者の判

別モデル

共著 あり 愛知県理学療法学会誌; 33(2) ; P.95-107 竹田 京平, 木戸 聡史, 村田 健児, 菊本 東陽, 須永 康代,

久保田 章仁, 善生 まり子, 内山 真理, 藤縄 理

北畠義典 健康開発学科 教授 地域在住の自立高齢者に対する膝痛改善教室の医療費に与える効

果の検証

共著 あり 日本公衆衛生雑誌、68(5)、 331-338 山田卓也、福田吉治、佐藤慎一郎、丸尾 和司、中村睦

美、根本裕太、武田 典子、澤田 亨、北畠義典、荒尾 孝

北畠義典 健康開発学科 教授 Bidirectional relationship between insomnia and frailty in older

adults: A

2-year longitudinal study.

共著 あり 〇 Arch Gerontol Geriatr. 97:104519. doi:

10.1016/j.archger.2021.104519. Epub 2021

Sep 11. PMID: 34564037

Nemoto Y, Sato S, Kitabatake Y, Nakamura M, Takeda

N, Maruo K, Arao T.

北畠義典 健康開発学科 教授 Physical activity and/or sedentary

behaviour and the development of

functional disability in community dwelling older adults in

Tsuru, Japan: a

prospective cohort study (the Tsuru

Longitudinal Study)

共著 あり BMJ Open: e056642. doi:10.1136/bmjopen-

2021-056642

Sato S, Takeda N, Yamada T, Nakamura M, Nemoto Y,

Maruo K, Fukuda Y, Sawada S,  Kitabatake Y, Arao T

廣渡祐史 健康開発学科 教授 Current concept and residual issues of lipoprotein(a)

determination for a cardiovascular risk factor.

共著 あり 〇 Eur J Clin Invest. 2021 Nov 8:e13700. doi:

10.1111/eci.13700.

Yoshida H, Hirowatari Y, Ogura M, Harada-Shiba M.

廣渡祐史 健康開発学科 教授 Clinical Significance of Intermediate-Density Lipoprotein

Cholesterol Determination as a Predictor for Coronary Heart

Disease Risk in Middle-Aged men.

共著 あり Front Cardiovasc Med. 2021 Nov

22;8:756057. doi:

10.3389/fcvm.2021.756057. eCollection

2021.

Yoshida H, Ito K, Manita D, Sato R, Hiraishi C, Matsui

S, Hirowatari Y.

廣渡祐史 健康開発学科 教授 Association of atherogenic serum lipids and platelet activation

with changes in arterial stiffness in patients with type 2

diabetes.

共著 あり GHM open. Advance online publication:

January 16, 2022.

doi.org/10.35772/ghmo.2021.01028

Hirowatari Y, Yanai H.

延原弘章 健康行動科学専

攻

教授 働く母親の自己効力感、ワーク・エンゲイジメント、リカバリー

経験の関連

共著 あり 日本保健福祉学会誌;28(1);15-25 伊草綾香、関美雪、上原美子、延原弘章

有竹清夏 健康開発学科 准教授 Association of subjective quality and quantity of sleep with

quality of life among a general population.

共著 あり International Journal

of Environmental

Research and Public

Health. 18(23):12835.

Matsui K, Yoshiike T, Nagao K, Utusmi T, Tsuru A,

Otsuki R, Ayabe N, Hazumi M, Suzuki M , Saitoh K,

Aritake-Okada, S, Inoue Y, Kuriyama K.

有竹清夏 健康開発学科 准教授 Mortality associated with nonrestorative short sleep or

nonrestorative long time-in-bed in middle-aged and older

adults.

共著 あり Sci Rep. 2022 Jan

7;12(1):189

Yoshiike T, Utsumi T, Matsui K, Nagao K, Saitoh K,

Otsuki R, Aritake-Okada S, Suzuki M, Kuriyama K.

有竹清夏 健康開発学科 准教授 Associations of nonrestorative sleep and insomnia symptoms

with incident depressive symptoms over 1–2 years: longitudinal

results from the Hispanic Community Health Study/Study of

Latinos and Sueño Ancillary Study.

共著 あり Depression & Anxiety.

(in press)

Saitoh K, Yoshiike T, Kaneko Y, Utsumi T, Matsui K,

Nagao K, Otsuki R, Aritake S, Kadotani H, Kuriyama K,

Suzuki M.
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本間三恵子 健康行動科学専

攻

准教授 線維筋痛症患者・医師が経験する否定的反応の定量的把握の試

み：Illness Invalidation Inventory (3*I) を用いて

単著 あり 日本保健福祉学会誌28巻2号 本間三恵子

村井美代 健康開発学科 准教授 Development of a Multiplex-PCR Serotyping Assay for

Characterizing Legionella pneumophila Serogroups Based on

the Diversity of Lipopolysaccharide Biosynthetic Loci.

共著 あり 〇 Journal of Clinical Microbiology 59(11)

e0015721

Nakaue, R., Qin, T., Morita, M., Ren, H., Chang, B.,

Murai, M., Amemura-Maekawa, J., Ohnishi, M.

村井美代 健康開発学科 准教授 Complete Genomic Sequence of the Clinical Isolate Legionella

pneumophila Serogroup 1 Strain 80-045 from Japan.

共著 あり 〇 Microbiology Resource Announcements

10(44) e0082221

Morita, M., Harada, N., Shinohara, Y., Murai, M., Ishii,

N., Amemura-Maekawa, J., Akeda, Y

植野　正之 健康開発学科 教授 Cost-Effectiveness Analysis of Perioperative Oral Management

after Cancer Surgery and an Examination of the Reduction in

Medical Costs Thereafter: A Multicenter Study

共著 あり 〇 International Journal of Environmental

Research and Public Health

18(14), 7453

Hideki Sekiya, Yasuhiro Kurasawa, Yutaka Maruoka,

Hitoshi Mukoyama, Akihide Negishi, Shiro

Shigematsu, Junpei Sugisaki, Masaru Ohashi, Shiro

Hasegawa, Yutaka Kobayashi, Masayuki Ueno,

植野　正之 健康開発学科 教授 学童期の子どものう蝕および歯みがき習慣と家庭・生活状況との

関連についての一考察

共著 あり 口腔衛生学会誌、第72巻第1号、34-41 中山真理、植野正之

植野　正之 健康開発学科 教授 子どもが自分の生活習慣ならびに健康を前向きに考えるための一

考察

共著 あり 日本歯科衛生学会雑誌、第16巻第2号、66-

74

中山真理、植野正之

江良　裕子 口腔保健科学専

攻

助教 Chemical modification of nanoporous silica surface for turning

controlled drug-release property from dental/medical materials

共著 なし Proceedings of Chitose International Forum

21, P-22

Kanako Nagamoto, Shigeaki Abe, Ko Nakanishi, Yuko

Era, Fatima

Farhana, Kenji Iwanuma, Mariko Nakamura, Teruo

Kusaka, and
津野　陽子 健康開発学科 准教授 健康経営における「職場における健康文化」に関する評価指標の

検討

共著 あり 産業衛生学雑誌 2021 Vol. advpub 高橋由香, 津野陽子, 大森純子

津野　陽子 健康開発学科 准教授 Factors Associated with the Work Productivity of Japanese

Working Pregnant Women: A Cross-Sectional Study

共著 あり 〇 J Occup Environ Med 2021 Vol. 63 Issue 11

Pages e759-e764

Aya Wada, Yasuka Nakamura, Yoko Sumikawa Tsuno,

Keiko Nagasaka, Maiko Kawajiri, Yoko Takeishi,

Mikako Yoshida, and Toyoko Yoshizawa

津野　陽子 健康開発学科 准教授 東北大学大学院保健師実習での取り組み—宮城県登米市A町域に

おける3歳児のむし歯予防策の展開

共著 あり 保健師ジャーナル 2021 Vol. 77 Issue 7

Pages 586-592

佐藤あかり, 松永篤志, 蜂谷沙織, 小田島真理, 本間洋子,

佐々木秀美, 田口敦子, 津野陽子, 大森純子

津野　陽子 健康開発学科 准教授 Social Community Nursing機能【後編】 共著 なし コミュニティケア 2021 Vol. 23 Issue 5

Pages 39-42

姉崎沙緒里, 野口麻衣子, 五十嵐歩, 目麻里子, 稲垣安沙,

津野陽子, 大森純子, 山本則子

津野　陽子 健康開発学科 准教授 Social Community Nursing機能【前編】 共著 なし コミュニティケア 2021 Vol. 23 Issue 4

Pages 29-34

野口麻衣子, 姉崎沙緒里, 五十嵐歩, 目麻里子, 稲垣安沙,

津野陽子, 大森純子, 山本則子

白岩　祐子 健康行動科学専

攻

准教授 アニミズムとホーディング（溜め込み）の関連性 共著 あり 人間環境学研究, 19, 25-28. 久家健太郎・白岩祐子

白岩　祐子 健康行動科学専

攻

准教授 The effects of writing a gratitude letter on life satisfaction 共著 あり Journal of Human Environmental Studies,

19, 35-39.

Hosaka, C. & Shiraiwa.Y.

飯岡由紀子 大学院研究科 教授 看護における「バイタルサインの正確な測定」の概念分析 共著 あり 日本看護学教育学会誌、31(1)、1-13 渡邉恵、飯岡由紀子

飯岡由紀子 大学院研究科 教授 チームアプローチ評価尺度改訂版（TAAS-R）の開発―信頼性と

妥当性の検討―

共著 あり 日本看護科学学会、41巻, 114–121 飯岡由紀子、亀井智子

飯岡由紀子 大学院研究科 教授 看護系大学院修士課程におけるチームビルディング力育成プログ

ラムの効果

共著 あり 聖路加看護学会誌、25（１）、20-28 飯岡由紀子、亀井智子、片岡弥恵子、髙橋恵子、川上千

春、福島鏡

飯岡由紀子 大学院研究科 教授 「臨地実習において配慮が必要な学生への教育上の調整」におけ

るFD・SDプログラムの開発（第1報）

共著 あり 日本看護学教育学会誌　31巻2号、95-106 飯岡由紀子、松岡千代、小川純子、遠藤和子、吉本照子

南　拓磨 保健医療福祉学

部

特任助教 一人暮らし在宅認知症高齢者の2年後の転記，在宅継続率および

ケアの場の移行状況

共著 なし 『老年精神医学雑誌』、ワールドプランニン

グ、第33巻第3号、 pp.218-223.

川越　雅弘、南　拓磨

川越雅弘 保健医療福祉学

研究科

教授 地域在住要支援・要介護高齢者に対する家族介護の実態－全国調

査を中心に－

単著 なし 社会保障研究, 6(1) : 4-

17

川越雅弘
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川越雅弘 保健医療福祉学

研究科

教授 Effect of Daily Living Activities on the Need for Long-Term Care

in Older Adults

共著 あり Asian J Occup Ther,

17 : 69-77

Sagari A, Tabira T, Maruta M, Miyata H, Hasegawa T,

Kawagoe M

川越雅弘 保健医療福祉学

研究科

教授 Long-Term Changes in Older Adults’ Independence Levels for

Performing Activities of Daily Living in Care Settings: A Nine-

Year Follow-Up Study

共著 あり Int J Environ Res

Public Health, 18(18) :

9641

Okabe T, Suzuki M, Iso N, Tanaka K, Sagari A, Miyata

H, Han G, Maruta M, Tabira T, Kawagoe M

川越雅弘 保健医療福祉学

研究科

教授 Older Adults Used Fewer Home Care Services During The

COVID-19 Pandemic: Findings From A Secondary Analysis Of

An Urgent Survey In Japan

共著 あり J Korean Geriat Soc,

2021; 25(4): 286-293

Matsumoto H, Kawagoe M, Hotta S

川越雅弘 保健医療福祉学

研究科

教授 一人暮らし在宅認知症高齢者の２年後の転帰，在宅継続率および

ケアの場の移行状況

共著 なし 老年精神医学雑誌,

33(3)：218-223

川越雅弘，南 拓磨


